




1903 年（明治 36）　 

南繁則氏（池上町在住）が自宅の土塀に紛れ込んだ石器・土器の破片を発見
1903 年（明治 36）　 

南繁則氏（池上町在住）が自宅の土塀に紛れ込んだ石器・土器の破片を発見

1958 年（昭和 33）　

行政による初めての発掘調査が行われる（和泉市教育委員会）

弥生時代前期の土器や炭化米などが出土

1958 年（昭和 33）　

行政による初めての発掘調査が行われる（和泉市教育委員会）

弥生時代前期の土器や炭化米などが出土

1961 年（昭和 36)　 

大阪府立泉大津高校の地歴部が調査を実施

遺跡範囲が南北 400ｍ以上に広がることを確認

 

1961 年（昭和 36)　 

大阪府立泉大津高校の地歴部が調査を実施

遺跡範囲が南北 400ｍ以上に広がることを確認

 

1967 年（昭和 42）　 

　大阪府教育委員会が範囲確認調査を実施

　遺跡範囲が南北約 1500ｍ、東西約 500ｍに広がることを確認　

1967 年（昭和 42）　 

　大阪府教育委員会が範囲確認調査を実施

　遺跡範囲が南北約 1500ｍ、東西約 500ｍに広がることを確認　

1969 年（昭和 44）　 

第二阪和国道（現在の国道 26 号）の建設計画にともない建設予定地の発掘調査を実施
1969 年（昭和 44）　 

第二阪和国道（現在の国道 26 号）の建設計画にともない建設予定地の発掘調査を実施

1976 年（昭和 51）　 

約 11 万 5,000 ㎡ が史跡指定
1976 年（昭和 51）　 

約 11 万 5,000 ㎡ が史跡指定

1994 年（平成 6） 

集落の中心部で大型掘立柱建物と大型くり抜き井戸を発見
1994 年（平成 6） 

集落の中心部で大型掘立柱建物と大型くり抜き井戸を発見

1997 年（平成 9）　 

府道池上下宮線の建設にともなう発掘調査で

方形周溝墓群を発見

1997 年（平成 9）　 

府道池上下宮線の建設にともなう発掘調査で

方形周溝墓群を発見

 
2001 年（平成 13）2001 年（平成 13）
池上曽根遺跡史跡公園　開園池上曽根遺跡史跡公園　開園

1974 年（昭和 49）　 

府道松ノ浜曽根線の建設計画にともない建設予定地の発掘調査を実施

1974 年（昭和 49）　 

府道松ノ浜曽根線の建設計画にともない建設予定地の発掘調査を実施

 1993（平成   5 ）    年   2 月   5 日　

所  在  地　　　大阪府和泉市池上町、泉大津市曽根町ほか

史跡指定　　　1976（昭和 51）年 4月 26 日

　　　　　　　追加指定　1978（昭和 53）年 11 月 15 日

　　　　　　　　　　　　

指定面積　　　約 11 万 5000 ㎡

     

発見から

現在までの

あゆみ

発見から

現在までの

あゆみ

史跡池上曽根遺跡を保存・活用するため

に、集落の中心部は

として整備されています。池上曽根遺跡

が最も繁栄した

をコンセプトに発掘調査の成果を

もとに復元した建物などを見学すること

ができます。
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